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ャ
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シ
ョ
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ヴ
、

八
四
O
年

ル

ダ

ン

条

約

前

史

｜

｜

森

洋

I 

ニ
タ
ー
ル

Z
H件

Z
E
E－
呂
F
R仏
の
『
照
山
人
』
第
二
巻
一

1
閉
山
川
は
、

ジ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
ロ
F
2
1
F目
貯
の
宮
白
ロ
〈
刊

0) 

八

四

O
年
の
行
動
を
記
述
し
て
い
る
が
、

ζ

の
記
述
は
、
皇
帝
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ

F
o
d

－m
－白H
U

日
叩
ロ
同
の
死
の
前
後
に
お
け
る
ロ
テ
l
ル

「
O
笹
山
即
日
の
理
不
尽
さ
と
、
こ
れ
に
よ
る
シ
ャ
ル
ル
の
権
利
の
侵
害
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
様
々
な
混
乱
を
述
べ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

同

u
b
立
ロ
回
。
J
H
O山
《
弓
〉

G
E
S
g
o

八
三
八
年
十
二
月
の
ア
キ
タ
ニ
ア
王
ピ
ピ
ン
一
山

の
死
を
符
つ
か
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
八
三
九
年
の

ヴ
ォ
ル
ム
ス

4
『
O
吋
自
由

の
分
割
は
、

ア
キ
タ
ニ
ア
を
シ
ャ
ル
ル
に
与
え
、

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
シ
ャ
ル
ル
に
こ
れ
を
取
得
さ
せ
る
た
め

に
、
シ
ャ
ル
ル
と
と
も
に
妃
ユ

l
デ
ィ
ッ
ト
』
ロ

e
p
を
伴
っ
て
ア
キ
タ
ニ
ア
に
赴
い
て
い
た
。
八
四

O
年
二
月
に
、

ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル

の
叛
乱
の
報
に
践
し
た
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
ば
、
ジ
ャ
ル
ル
を
ほ
と
と
も
に
ポ
ワ
チ
エ
に
残
し
て

北
上
し
、
六
月
二

O
日
に
マ
イ
ン
ツ
で
死
ん
だ
。
シ
ャ
ル
ル
は
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
戦
い
を
続
行
し
た
が
、
兄
ロ
テ
l
ル
帝
が
帝
権
に
悲

い
て
全
プ
ラ
ン
キ
ア
の
栴
利
を
主
張
し
つ
つ
ア
ル
プ
ス
を
越
え
た
こ
と
を
知
り
、
七
月
に
は
ブ
ー
ル
ジ
ユ
切
O
ロ
話

g
に
行
っ
て
、
と
こ

マ
ニ
ッ
ク

F
oロ
ぽ
ぽ
の
O
吋円
H
H
m
w

ロ
E
口。

で
集
会
を
ひ
ら
き
、

一
円
）
キ
エ
ル
ジ

l
ピ
ピ
ン
一
世
の
遺
児
ピ
ピ
ン
二
附
と
の
和
を
望
ん
だ
が
果
さ
ず
、
そ
こ
か
ら
ト
ゥ

l
ル

に
赴
く
。
し
か
し
彼
は
こ
こ
で
、
母
ユ

l
デ
ィ
ッ
ト
が
ア
キ
タ
ニ
ア
で
攻
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知

叶
O
ロ
片
的

を
へ
て
（
八
月

ρ
ロ日
21N可

シ
ャ
ル
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・
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九



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
ヴ
、
八
問
O
年
（
森
）

一六
O

り
、
ア
キ
タ
ニ
ア
に
一
以
っ
た
が

ラ
ン
キ
ア
地
方
に
」

ロ
テ
！
ル
が
セ

l
ヌ
川
を
渡
っ
て
ロ
ワ

l
ル
川
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知
り
、
あ
ら
た
め
て
「
フ

邑
H
4
3
ロ冊目
m
w
O
H
u
m

ユg
向
っ
た
。

ロ
テ
l
ル
は
こ
の
シ
ャ
ル
ル
側
を
、

「
持
殺
し
に
ま
で
辿
つ
め
る
」

宮

2
2巳
包
宮
芯
5
5
0ロ
冊
目
己
決
心
を
し
、

シ
ャ
ル
ル
の
周

四
に
も
ピ
ビ
ン
二
間
や
ブ
ル
ト
ン
人
の
不
穏
な
動
き
が
あ
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
側
は
会
議
を
開
き
、
彼
ら
に
は
も
は
や
生
命
と
身
体
と
し
か

「
王
を
裏
切
っ
て
捨
て
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
百
貨
に
死
ぬ
こ
と
を
選
ん
だ
」

B
R
－A口白
B
B
m
o
g
u
B
a
Z
B・。

政
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、

m－
巾

moH－－Z
D
H
U
O」
江
戸
同
印
ロ

oσ
己目件。叶

両
日
半
は
オ
ル
レ
ア
ン
に
到
り
、
約
六
リ
ウ
離
れ
て
仰
を
張
っ
た
。
そ
し
て
使
者
が
行
来
し
た
が
、

ジ
ャ
ル
ル
側
は
「
正
義
の
み
に
よ
る

平
和
を
求
め
」

由
。
ロ
吉
田
仲
芯
百
四
百
円
叩

BHumgσ
丘
、

ロ
テ
l
ル
は
時
を
か
せ
い
で
、

シ
ャ
ル
ル
側
の
哀
弱
に
向
上
み
を
か
け
た
が
、

ーコ
L、

に
戦
い
を
迦
避
す
る
た
め
に
協
定
宮
内
巴
。

を
提
案
し
た
。
そ
の
内
科
は
、

「
シ
ャ
ル
ル
に
、

ア
キ
タ
ニ
ア
、

セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
、
プ
ロ

セ
l
ヌ
両
河
の
問

ω
一
O
伯
作
区
を
詰
る
こ
と
、
」
さ
ら
に
叩
均
年
五
月
八
日
に
、
ア
ッ
テ
ィ
ニ
ィ

7
 

〉
＝
広
三
・
で
会
合
し
、
「
共
同
の
介
窓
に
よ
っ
て
、
両
者
の
誌
を
備
え
定
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
シ
ャ
ル
ル
側

ω有
力
者
た
ち
H

邑
B
2
2
は、

ζ

の
件
が
彼
ら
の
力
を
越
え
た
こ
と
を
知
り
、
も
し
も
戦
い
が
起
れ

ば
、
こ

ω
よ
う
な
劣
勢
で
は
、
彼
ら
の
主
を
作
品
に
は
救
い
件
な
い
こ
と
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
彼
ら
の
市
術
品
。
－

5

に
少
な
か
ら
ぬ
希
世
を
抱
い
た
。
こ
れ
こ
そ
彼
ら
が
、
以
下
の
条
件
占
化
付
し
て
、
〔
ロ
テ
ー
ル
の
〕
必
定
に
開
立
し
た
所
以
で
あ
る
。
す
な

正
義
に
竹
山
づ
き
、
兄
弟
に
対
し
て
そ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、
忠
告
な
友
で
あ
る
こ

ヴ
イ
ン
キ
ア
、
お
よ
び
ロ
ワ
l
ル
・

わ
ち
ロ
テ
l
ル
は
以
後
シ
ャ
ル
ル
に
対
し
て
、

と
、
ま
た
シ
ャ
ル
ル
に
配
分
さ
れ
た
消
王
問
中
化
、
静
ね
に
保
有
せ
し
め
る
こ
と
。
：
：
：
さ
な
く
ば
彼
ら
は
、
布
一
一
山
約
し
た
義
務
か
ら
解
除
さ

で
被
ら
は
王
を
危
機
か
ら
免
れ
さ
せ
る
や
、
同
ち
に
’
H
ら
を
宣
問
い
か
ら
解
い

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
手
段
向
田

8
 

・－
o

一

手
l

r

L
こ
う
し
て
シ
ャ
ル
ル
の
℃
ユ
5
0目的

は
、
と
り
あ
え
ず
シ
ャ
ル
ル
の
生
命
を
救
い
、
そ
の
代
伯
と
し
て
は
彼
ら
の
シ
ャ
ル
ル
に
対
す



る
宜
訂
作
｝
出
来
し
た
。

忠
誠
に
関
す
る
宣
哲
は
、

一
般
に
は
宣
哲
者
の
生
前
に
わ
た
り
有
効
で
あ
り

一
方
的
な
廃
棄
は
不
可
能
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
数
民
に
わ
た
る
分
川
相
続
分
の
変
更
が
、
そ
の
都
度
目
下
た
ち
出
血
巾
】

2
を
、
忠
誠
違

反
者
日
ロ
ロ
己
巾
］

2
た
ら
し
め
た
乙
と
、
さ
ら
に
彼
ら
を
し
て
、
相
互
に
相
矛
目
す
る
粁
約
を
立
て
る
乙
と
を
余
識
な
く
さ
せ
た
こ
と
を
、

（同
M
h
v
D
Z
叩口口白色刊

ω問中口片
ν白骨己目吋仏門凶叩

ω0日日目。ロ印）。

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
罪
状
と
し
て
数
え
上
げ
て
い
る

八
一
二
ご
山
中
に
型
職
者
た
ち
は
、

と
う
し
た
仙
況
下
で
、
八
四

O
年
に
、
如
何
な
る
軒
約
が
解
か
れ
た
か
は
問
い
な
お
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

近
年
一
，
以
は
解
決
さ
れ
た
か
に
見
え
た

A
E
tぽ印
O
C
〈

8
8口同吋
V
問
題
が
、
形
を
変
え
て
再
燃
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に

筆
者
は
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
問
題
点
は
次
の
二
点
に
し
ぼ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
ド
円
山
は
、
本
杭
で
は
前
抜
取
扱
い

行
な
い
が
、
入
出
合
］

H
T
P
E
g
Vと
い
う
用
語
が
如
何
な
る
人
物
を
折
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
ふ
。
第
二
点
は
、

一
元
的
に
で
は
な
く
、
時
間
的
な
変
化
と
と
も
に
問
い
な
お
す
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
0ウ
の
治
川
、
州
刊

忠
誠
在
約
巴
am
－－R5
の
内
容
と
効
果
を
、

し
て
は
マ
ニ
ュ

1
・
ノ
ル
テ
ィ
エ
教
授
（
巴
】

g
g
p
宮
白
官
。
ロ
－
Z
oユ万円）

が
一
九
七
六
年
に
、

に
ヴ
エ
ル
グ
ン
条
約
に
焦
点
を
合
せ
て
、

こ
こ
で
は
じ
め

て

「

双

務

的

忠

誠

関

係

」

が

機

能

し

は

じ

め

た

と

考

え

た

こ

と

が

指

摘

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

ま

た

故

ル

マ
リ
ニ
エ
教
授
こ
匂
－

z
g
E
m
g四
乙
が
、
カ
ロ
リ
ン
グ
末
期
に
関
し
て
出
｛
凶
色
丹
四
回
の
あ
り
方
の
多
様
性
を
認
め
、
乙
れ
を
八

F
E志

A
P
E
F芯
与
∞

g
z
v
等
に
分
け
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

］
回
目
ロ
仏

bz↓ケ骨
トせ
冊、一「
ロ」J
’i:i" ryに
B 約
官主．
0 政
」ー

S
E
S
R
nぽ
ぽ
の

O
E
B口
百
四
宮
と
い
う
概
念
を
埠
入
し
、

S円
e
g
V噌

A
E
b
E
P
E
R
5
5
8
8
v
・

木
前
ば
如
上
の
問
題
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、

ニ
タ

i
ル
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
八
四

O
年
の
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
ヴ
の
背
後
を
さ

《
＼
ハ
ノ
、

八
四
三
一
年
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
条
約
を
問
い
な
お
す
準
的
過
机
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

2
5
E
〉回目
y
h
t
h
Hミ
ミ
弘
司
h
b
h
h
弘
司
ト
ロ
誌
な
な

E
h
H
h
i
p
b
a・
2
可
脚
色
・
宮
H

－vv－
F
〉白岡田・

h
s
n
h
b
h
E意向
h
号
、
h
a
Hミ
ミ
吾

、
ミ
ミ
ミ
・
『
即
日
口
・
刊
日
門
戸
田
・

3
N由
・
〔
以
下

Z
口
出
〉
田
口
と
の
み
注
記
、
誌
は
ラ
テ
ン
数
字
、
節
は
ア
ラ
ビ
ア
数
v

ワ
ナ
で
記
す
。
〕

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）

ノ、



，
〉
中
ミ
ミ
・
え
・
ぶ
m
－｛：＼＇く
5
i
0
ミ
ト
（
縫
）

"' 
N
I
T
H
A
R
D
,
 
l, 
8, 
p. 
32-36. 

的
N
I
T
H
A
R
D
,
II, 
1, 
p. 
36. 

市
N
I
T
H
A
R
D
,
!I, 
2, 
p. 
40・42. 

凶
N
I
T
H
A
R
D
,
II, 
3, 
p. 
42-46. 

<
D
 
N
I
T
 H
A
R
D
,
 
II, 
4, 
p. 
46. 

1-1く
11

ド
N
I
T
H
A
R
D
,
II, 
4, 
p. 
48: 
H
a
e
 a
u
t
e
m
 spe 
deceptus 

ea 
pactione 

praelium 
diremit, 

ut 
cederet 
Karolo 
Aquitaniam, 

Septimaniam, 
Provinciam et 

d
e
c
e
m
 comitatus inter 

Ligerim et 
S
e
q
u
a
n
a
m
,
 
eo videlicet 

m
o
d
o
 ut, 
his 
contentus, 

interim 
inibi 
esset, 
d
o
n
e
c
 Atiniacum VIII idus 

maias 
conveniant; 

quasi 
q
u
i
d
e
m
 
c
o
m
m
 uni 
consensu 

u
t
r
o
r
u
m
q
u
e
 

utilitatem 
praevidere ac 

statuere 
velle 
promisit. 

国
Ibidem,

P
r
i
m
o
r
e
s
 
q
u
o
q
u
e
 
p
a
r
t
i
u
m
 
Karoli 
cernentes 

n
e
g
o
t
i
u
m
 
vires 
suas 
excedere m

a
x
i
m
e
q
u
e
 
timebant 

n
e
 

forte praelio 
c
o
m
m
i
s
s
o
 in 
tanta 
paucitate 

r
e
g
e
m
 
s
u
u
m
 
salvare 
difficile 
possent. 

Erat 
e
n
i
m
 
spes 
cunctis 
n
o
n
 

m
o
d
i
c
a
 
in 
dolis 
ejus. 
Q
u
a
m
o
b
r
e
m
 
statutis 

e
o
 
tenore 
consentiunt, 

ut 
deinceps Lodharius 

Karolo 
ita 
fidus 

a
m
i
c
u
s
 sit, 
sicut £rater 

per justiciam fratri esse 
debet, 
et 
regna 
q
u
a
e
 illi 
deputabat 

quieta 
habere 
faceret 
ac 

interim 
super 
L
o
d
h
u
v
i
c
u
m
 
hostiliter 

ire 
desiisset; 

aliter 
a
u
t
e
m
 
jure 
q
u
a
d
 
juraverunt 

absoluti 
esse 
de-

berent. 
Q
u
a
 quid
巴m
arte 
et 
r
e
g
e
m
 s
u
u
m
 a
 periculis 
subtrahunt et 

se 
m
a
x
 a
 sacramento absolvunt. 

〔ヤミ＂＇＝－－ト

ザ
続
模
。
〕

Zミム：
Q
手
足
摺
と
」
や
ニ
ν
~

’
L
O
T
 (F.) 
et 
H
A
L
P
H
E
N
 (L.), 
L
e
 
regne 
de 
Charles 
le 
Chauve, 

B
.
E
.
H
.
E
.
,
 
fasc. 

175, 
Paris. 
1909, 
reimp, 
1975, 
p. 
13
・20;
B
O
H
M
E
R
 
CJ.F.), 

Regesta 
imperii. 

I. 
Die 
Regesten 

des 

Kaiserreichs 
unter 
d
e
n
 
Karolingern, 

7
5
1
-
9
1
8
.
 
Neubearbeitet 

v
o
n
 
M
O
H
L
B
A
C
H
E
R
 (E.), 
1889
〔1880
・89],
2te 

Aufl.…
vollendet 

v
o
n
 
L
E
C
H
N
E
R
,
 
Innsbruch, 

1908
〔1889-1909

〕，
S.
407-412, 

Nr. 
999 (968
）ー
1015c;
S. 
431・436, 

Nr. 

1068 (1034
）・
1076c
(1042). 
〔Zミ．戸ー
B
o
H
M
E
R
-
M
i
l
H
L
B
A
C
H
E
R
,
Regesta, ベ

J9非同〉

m
 
B
O
R
E
T
I
U
S
 (A.), 
K
R
A
U
S
E
 (V), 
C
a
ρ
itularia 
r
e
g
u
m
 
F
r
a
n
c
o
r
u
m
,
 
M
.
 G. 
H., 
LL, 
II, 
t. 
II, 
Hannover, 

1890, 

p.51 
55, 
Nr. 
197; 
p. 
56-57, 
Nr. 
198; 
surtout p. 

54, 
cc. 
4
 et 
5. 
Gf. 
H
A
L
P
H
E
N
 (L.), 
L
a
 penitence de 

Louis 
le 

Pieux a
 Saint M
e
d
a
r
d
 d
e
 
Soissons, 

ds. 
les 
Troisiemes M

e
l
a
n
g
e
s
 d
’Histoire d

u
 
M
a
y
e
n
 
Age, 
publ. 
sous 
la 

direction 
de M
.
 le 
Prof. 
Luchaire, 

reimp., 
G
e
n
色
ve.
1975, 
p. 
177-185. 
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森
洋
「
フ
ラ
ン
ス
王
の
虫
色

a
g
（
八
八
八
｜
九
二
九
）
」
『
史
淵
』
第
百
十
二
時
、
二
一
一
一
｜
二
ニ
ニ
頁
等
。

例
え
ば
O
U切
の
〉
Z

U

S

F
・開－

Y
E
h
h
Eミ
忠
告
h
a
S
H言
。
毛
色
包
括
＆
沼
町
還
を
．

3
・
。

s
E弘司
9
5
8・
は
、

F
O叶
や

り

c
z
z

の
説
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
虫
色
冊
目

g
と
そ
が

4
8回
目
で
あ
り
、
〈
曲
目
曲
目
と
は
そ
の
本
来
の
意
味
の
よ
う
に
、
よ
り
低
い
院
を
指
す
と
説
く
。

玄
〉
の
H
A
O
C
E
H
A
O
E
A開
問
（
開
・
）
・
、
色
町
H
Lミ
hHぬ
と
な
札
・
勾
同
急
時
培
、
与
2

h

S
司
、
、
ι
m
g
h
R町
民
口
、
軸
礼
儀
喝
M

R暗
号
、
句
司
、
白
書
道
、
h

町、
S
N
h司
刷
、
『
b
s
n
h

n
E

て
h
h
o
n
H
R
N
N
e
h
民ι町
内
同
時
・
凶
，

oc
－D50・
H
由

a－

F
E両
〉
問
問
。

z宙
開
（
H
・1
同町－

Y
F
2
2
$
－g
a
E
B目
白
叩
司

S
ロ
g

N
W
『
弐
祖
国
町
、
・
件
・
戸
同
U
由江田－

M
也切削－

HU
・
］
戸
臼
∞
豆
、
hHh明白凡さ・

（由白白血也∞叶）・

p. 
回

勾同町民眠時
Hh

札
同
町
司
、
h
H
S同
HhiH

也
、
．
な
ミ
h

h
町
内
U
h
q
s．h

12 13 
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八
三
七
年
、
八
三
八
年
及
び
八
三
九
年
に
相
続
分
を
指
定
し
た
。
そ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
当
時
の
公
式
年
代
記
で
あ
る
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
〉
ロ
ロ
色
mm
回

0
1
Z
S
E
に
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
乙
れ
を

補
う
記
事
が
、
通
称
〉
回
可

8
0自
己
的
と
呼
ば
れ
る
無
名
著
者
の
「
ル
イ
敬
皮
帝
伝
」
〉
ロ
oロ
ヨ
昆

5
g
出
宮
内
回
O
d
i
n
H
H
B
宮
E
H
O江田

に
散
見
す
る
。
今
取
り
あ
え
ず
、
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
の
記
事
を
、
各
年
度
別
に
表
示
す
れ
ば
、
表
I
の
如
く
に
な
る
。

八
三
七
年
に
ア
l
ヒ
ェ
ン
で
取
決
め
ら
れ
た
配
分
は
、
同
時
に
八
二
三
年
六
月
一
三
日
生
れ
の
シ
ャ
ル
ル
の
成
年
（
十
五
才
、
八
三
八
年
）

の
準
備
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
取
分
は
「
ベ
ル
ガ
地
方
の
大
部
分
、
八
す
な
わ
ち
海
か
ら
サ
ク
ソ
ニ
ア
の
境
界
を
経
由
し
て
、
リ
プ

ま
た
リ
プ
ア
リ
イ
の
境
界
に
そ
う
モ
イ
ラ
、

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
に
対
し
て
、

ア
リ
イ
の
境
界
に
い
た
る
フ
リ
ジ
ア
の
全
部
、

エ
ト
ラ
、

ハ
ン
モ
ラ
ン
ト
、

モ
ザ
ガ
ウ
の

8
5ロ
巳

g
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、

ム
1
ズ
川
と
セ

l
ヌ
川
と
の
聞
を
、
プ
ル
グ
ン
デ
ィ
ア
〔
境
界
〕
に
い
た
る
幾
ら
か
の
部
分
を
ヴ
ェ

ル
ダ
ン
と
一
体
と
す
る
。
さ
ら
に
プ
ル
、
ダ
ン
デ
ィ
ア
〔
境
界
〕
か
ら
〔
北
へ
〕
、
ト
ゥ

1
ル
、
オ
ル
ナ
ン
、
ウ
ー
ル
ト
（
ベ
ト
ガ
ウ
X
は
ピ

a

b

 

ト
プ
1
ル
）
、
プ
レ

l
ズ
、
ペ
ル
ト
ワ
、
両
パ
ロ
ワ
、
プ
リ
エ
ン
ヌ
、
ト
ロ
ワ
、
オ
ー
ク
セ
ル
、
サ
ン
ス
、
ガ
テ
ィ
、
不
、
メ
ラ
ン
、
ェ
タ
ン

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）

一占ハ



表I
837 I 838 

一一一生回~型車一一一一l~型－sur-Oise
-maximam Belgarum par -I 
tern, 1. e. a man per I 
fines Saxoniae usque ad I 
fines Ribuariorum, to-I 
tam Frisiam ! 

-et per fines Ribuariorum: 
comitatus Moilla, Ettra, 
Hammolent, Mosagao, 

-deinde vero quicquid 
inter Mosam et Sequanam 
usque ad Burgundiam 
una cum Viriduense con-
sistit et de Burgundia 

ー’Tulensem(Toul) 
ーOdornensem(Or国 in)
-Bedensem (Ourthe; 
Bedgau, Betbourg) 
-Blesinsem (Blaise) 
-Partinsem (Perthois〕
-u troque Borrenses 
(deux Barrois) 

ーBrionensem(Brienne) 
-Tricassinum (Troyes) 
-Altiodorensem (Auxer-
re) 
-Senonicum (Sens) I 
-Vuastinensem (Gatinais) I 
-Mildunensem (Melun) ! 
-Stampensem (Etampes) I 
-Castrinsem (Chatres) I 
-Parisiacum (Paris) I 

-et deinde per Sequanam I 
usque m mare oceanum I 

-et per idem mare usque I 
ad Frisiam I pars Niustriae…du-I 4) et inter Sequanam et 

catus videlicet Ceno-1 Ligerim cum marcha I六
mannicus omnisque oc-1 Brittanica I 四
ciduae Galliae ora in-I Aquitaniam et 
tra Li~erim et Sequanaml Vuasconiam 
constituta. 

839 
Worms 

2) et sic per decursum 
Mosae usque in mare 

3) et inter Mosam et Se-
quanam 

1) altera partem 
Burgundiae, i. e. 
comitatum Genaven-
sem (Geneve〕
comitatum Lugdu -
nensem (Lyon) 
comitatum Cavallo-
nenseロ1
(Chalon-sur-Sa6ne) 
comitatum Amaus 
(Amaus) 
comitatum Hatoario-
rum (Atuyer) 
comitatum Lingoni-
cum (Langres〕
comitatum Tulien-
sium (Toul) 

cum marchis ad se 
pertinentibus 
Septiman訟mcum 
marchis suis et 

Provintia 

シ
ヤ

JIノ

Jレ

Jレ

シ
ョ

l
ヴ、

八
四
O
年

（森）



プ
、
ジ
ャ

l
ト
ル
、

そ
こ
か
ら
セ

l
ヌ
川
ぞ
い
に
太
洋
に
到
り
、

す
な
わ
ち
上
記
境
界
内
に
あ
る
す
べ
て
の
司
教
区
、
修
道
院
、
伯
管
区
、
王
室
財
産
そ
の
他
す
べ
て
の
も
の
を
、
何
れ
の
地
域
に
存
在
し

パ
リ
〔
の
諸
の
O
B庄
町
立

g〕、

同
じ
海
に
そ
っ
て
フ
リ
ジ
ア
ま
で
。

ょ
う
と
、

こ
れ
に
属
す
る
す
べ
て
の
も
の
と
と
も
に

V
」
で
あ
る
。

八
三
八
年
八
月
半
ば
に
、

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
、

で
集
会
問
】

E
O
F
E
g
m
o
s
s－o
を
聞
き
、
シ

そ
の
場
で
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
の
一
部
宮

2
z
g
m
E
S
を
シ
ャ
ル
ル
に
与
え
わ
。
こ
の
部
分
は
、
八

O
六

キ
エ
ル
ジ
l

D
口
町
四
一
円
N
可
・
閉
口
吋
・

0
2
0

ャ
ル
ル
の
成
年
式
を
執
行
し
、

年
二
月
六
日
の
分
割
で
は
、
同
名
の
シ
ャ
ル
ル
！
｜
シ
ャ
ル
ル
マ

l
ニ
ュ
の
子
、

ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

「
す
な
わ
ち
ル
・
マ
ン

E
冨

S
F
門吉

gzm
の

gロ
0
5
8
w
g
と、

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
兄
弟
、
八
一
一
年
波
ー
ー
に
与
え

ロ
ワ
1
ル
・
セ

l
ヌ
両
河
の
問
の
、
国

ガ
リ
ア
の
地
域
す
べ
て
を
で
あ
る
。
」

八
三
九
年
五
月
三

O
口
に
、

ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
ヴ
ォ
ル
ム
ス
に
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
ロ
テ
ー
ル
を
迎
え
て
、
王
国
を
二
等
分
し
た
。
こ

れ
は
ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
の
排
除
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
長
兄
ロ
テ
ー
ル
が
先
ず
好
む
方
を
取
り
、
結
局
次
の
部
分
が
ジ
ヤ

ル
ル
に
残
さ
れ
た
。

〔
ロ
テ
ー
ル
が
取
っ
た
〕
残
り
、
す
な
わ
ち
ジ
ュ
ネ
l
ヴ
伯
特
区
、
リ
ヨ
ン
伯
管
区
、
シ
ャ

a
 

ロ
ン
・
シ
ュ
ル
・
ソ
l
ヌ
伯
作
区
、
ア
モ

1
伯
仲
ロ
区
、
ア
チ
ュ
イ
エ
伯
管
区
、
ラ
ン
グ
ル
伯
管
区
、
ト
ゥ

l
ル
伯
管
区
、
さ
ら
に
ム

1
ズ

川
の
流
れ
に
そ
っ
て
海
ま
で
、
ム

l
ズ
・
セ

l
ヌ
両
河

ω問
と
、
セ

l
ヌ
・
ロ
ワ
l
ル
両
河
の
聞
を
プ
ル
タ
1
ニ
ュ
辺
境
伯
管
区
と
と
も

に
、
ア
キ
タ
キ
ア
と
ヴ
ァ
ス
コ
ニ
ア
と
を
、
こ
れ
ら
に
属
す
る
辺
境
伯
管
区
と
と
も
に
、
さ
ら
に
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
を
そ
の
辺
境
相
官
区

「
プ
ル
グ
ン
デ
ィ
ア
の

と
と
も
に
、
さ
ら
に
プ
ロ
グ
イ
ン
キ
ア
を
」
ジ
ャ
ル
ル
は
割
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
こ
れ
ら
の
分
割
案
を
、
少
く
と
も
八
一
七
年
の

oazm昨日
O
H
B
H
U
R－
－
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
比
較
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
o

oa吉
m
E
O
H呂田
M
O
H
ロ
は
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
が
「
帝
国
の
統
一
宇
佐
保
ち
、
人
為
的
分
割
を
避
け
る
」
乙
と
を
主
目
的
に
公
布
し
た
も
の

で
、
と
の
た
め
に
先
ず
ロ
テ
ー
ル
を
「
皇
帝
に
し
て
共
同
統
治
者
」
と
し
、
ピ
ピ
ン
と
ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
に
は
、

（
序
文
）
。
ピ
ピ
ン
の
取
り
分
は
「
ア
キ
タ
ニ
ア
と
ヴ
ァ
ス
コ
ニ
ア
、

「
そ
れ
ぞ

れ
に
王
の
名
を
与
え
た
」

及
び
ト
ゥ
ル

l
ズ
辺
境
伯
特
区
の
す
べ

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
〉

二
ハ
五



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
l
ョ
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
〉

一
六
六

て
、
加
え
て
四
伯
管
区
、
す
な
わ
ち
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
で
は
カ
ル
カ
ッ
セ
ス
ロ
目
2
8窓
口
回
目
的
、

ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
ア
で
は
オ
l
テ
ュ
ノ
ワ

ニ
ヴ
ェ
ル
ネ

Z
2
0
2
3回
目
印
を
（
第
一
条
）
、

は
じ
め
と
す
る
東
方
地
域
で
あ
る
（
第
二
条
）
。
乙
の
時
期
の
配
分
で
は
、
ロ
ワ
l
ル
以
北
の
大
部
分
、
す
な
わ
ち
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
と
ア
ウ

〉
ロ
四
回
回
目
ロ
仏
ロ
ロ
叩
ロ
回
目
的
、

ア
ヴ
ァ
ロ
ネ
〉
4
包何回回目的、

ル
イ
の
取
り
分
は
バ
イ
エ
ル
ン
を

ス
ト
ラ
シ
ア
は
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
の
死
後
は
、
唯
一
の
皇
帝
と
し
て
残
る
筈
の
ロ
テ
ー
ル
の
手
に
入
る

よ
う
予
定
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ロ
テ
ー
ル
は
、
乙
の
直
後
に
起
き
た
叛
乱
後
、
イ
タ
リ
ア
に
送
ら
れ
、
そ
と
で
地
歩
を
築
き
、
八
二

三
年
の
復
活
祭
に
は
、
教
皇
パ
ス
カ
リ
ス
一
世
に
よ
っ
て
、
皇
帝
と
し
て
聖
則
さ
れ
た

d
o
a
g民同
O
E
6
Rロ
の
第
十
四
条
は
、
八

O
六

年
の
り

Z
E
o
m
a
H
H
o
g
g
第
五
条
を
踏
襲
し
て
、
相
続
被
指
定
者
の
摘
出
男
子

ω代
襲
相
続
を
、
条
件
づ
き
な
が
ら
認
め
て
い
る
。

八
三
一
年
に
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
、
息
子
た
ち
と
の
紛
争
の
最
中
に
、
八
一
七
年
の
配
分
を
大
幅
に
訂
正
し
た
。
特
に
そ
の
第
十
四
条

は
、
記
載
方
式
に
特
徴
が
あ
が
、
あ
る
地
方
名
「
全
部
」
に
幾
つ
か
の
伯
管
区
間
福
岡
山
を
加
え
る
形
を
と
っ
て
、
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
従
っ
て
「
ア
キ
タ
ニ
ア
全
部
に
は
」
で
始
ま
る
部
分
は
ピ
ピ
ン
の
、

「
バ
イ
エ
ル
ン
全
部
に
は
」
で
始
ま
る
部
分
は
ル
イ
・
ル
・
ジ

「
ア
ラ
マ
ニ
ア
全
部
に
は
」
で
始
ま
る
部
分
は
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
の
取
り
分
あ
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

M
N
m
m
E
E
i回
目
。
は
、
ロ
テ
l
ル
の
排
除
を
主
目
的
に
し
て
は
い
る
が
、
彼
が
す
で
に
イ
タ
リ
ア
を
支
配
し
て
い
た
乙
と
を

考
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
最
初
に
来
る
地
方
名
は
、
各
人
に
す
で
に
一
種
の
忍
曲
目
白
問
。
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
部
分
と
推
定
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
乙
の
分
割
の
特
徴
は
、
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
と
ア
ウ
ス
ト
ラ
ジ
ア
、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
キ
ア
の
三
分
割
に
あ
り
、
分
割
線
は
ほ
ぼ
司
教

管
区
の
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ピ
ピ
ン
に
は
、
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ユ
ル
・
マ
ル
ヌ
、
モ

l
、
ア
ミ
ア
ン
司
教
区
以
南
、
ル
イ
・
ル
・
ジ

ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
の
、

る
。
乙
の

ノ
ワ
イ
オ
ン
（
ヴ
ェ
ル
マ
ン
ド
ワ
）
、
テ
ル

l
ア
ン
ヌ
以
北
、
そ
し
て
シ
ャ
ル
ル
に
は
ラ
ン
ス
、

シ
ャ
ル
ル
の
み
に
つ
い
て
云
え
ば
、
八
三
七
年
以
降
の
分
割
と
一
部
設
復
し
て
い
る
。
さ
ら
に
プ
ル
グ
ン
デ

ィ
ア
は
、
そ
の
全
部
が
シ
ャ
ル
ル
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
八
一
七
年
に
ピ
ピ
ン
に
与
え
ら
れ
た
分
｜
｜
オ
1
タ
ン
、
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
、
ァ

ヴ
ア
ロ
ン

i
ー
は
依
然
と
し
て
ピ
ピ
ン
の
も
の
で
あ
る
。
最
後
に

pwm巳
U
Z
E
o

ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
に
は
カ
ン
プ
レ
、

ア
ラ
ス
、

ラ
ン
、
ト
レ

l
ヴ
以
東
で
、

で
は
、
嫡
出
男
子

ω代
襲
相
続
規
定
が
第
一
条
に



進
出
し
て
い
る
こ
と
、
帝
権
の
行
方
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八

O
六
年
か
ら
八
三
一
年
に
い
た
る
諸
「
分
国
」
案
に
つ
い
て
、
偽
造
ま
た
は
笈
入
の
疑
い
が
も
た
れ
て
い
る
の
は
衆
知
の
事
で
あ
る

料
、
我
々
は
ガ
ン
ス
ホ

l
フ
に
従
つ
で
と
れ
を
退
け
、
各
時
期
の
配
分
案
を
現
実
と
み
な
す
乙
と
に
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
八
三
七
・
八

三
八
・
八
三
九
年
の
そ
れ
ら
と
比
較
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
我
々
は
、
そ
の
時
々
の
政
治
的
な
動
向
を
別
に
し
て
も
、
次
の
事
に
は
引
な

せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
八
コ
二
年
に
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
’
以
子
た
ち
に
よ
っ
て
、
正
に
廃
位
に
追
い
こ
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
時
彼
は
、
八
二
九
年
の
パ
リ
公
会
議
の
決
定
に
よ
っ
て
、
教
会
側
か
ら
、
教
会
に
従
属
し
教
会
を
保
護
す
る
王
・
皇
帝
と
し
て
の
立

場
を
強
い
ら
れ
て
い
た
い
、
ま
た
こ
の
立
場
は
、
八
一
七
年
に
彼
が

oazmwHFOHB宮
巴
の
序
文
で
、
白
ら
強
調
し
た
も
の
で
も
あ
っ

た
。
従
っ
て
乙
の
原
則
は
容
易
に
破
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
八
三
七
年
以
降
の
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
、
れ
山
子
た
ち
に
対
し
て
相
対
的

な
優
位
に
立
つ
て
は
い
た
が
、
後
妻

ω
ュ
l
デ
ィ
ッ
ト
と
そ
の
問
に
生
れ
た
米
子
シ
ャ
ル
ル
の
未
米
に
強
い
危
慨
を
い
だ
き
、
こ
れ
ら
吋

子
の
保
護
に
全
力
を
つ
く
し
て
い
た
。
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
先
妻
の
息
子
た
ち
は
、

は
好
意
的
で
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
は
当
然
八
三
七
年
以
降
の
分
割
に
反
映
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。

ユ
l
デ
ィ
ッ
ト
と
シ
ャ
ル
ル
に
対
し
て
、
全
而
的
に

14 

b
さ
さ
え
司
h
h同
町
匂
hHR3HaNW同ミ
S
－
H
u
c
g芯
g
H
U
同
円
。
同
〉
叶
（
国
，
・
）
噌
〈
H開F
巴
〉
同
】
）
（
同
・
）
叩
件
。

E
冨開
Z
の
開
只
】
U
R
F
忌
∞
許
可
・

M
M
1
N
P

曲。∞
ω叶
・
訳
文
中
、
八

V
を
も
っ
て
か
乙
っ
た
部
分
は
、
逐
話
的
に

Z
日
出
〉
問
。
・
戸
町
・
匂
－

R
1
g・
に
転
記
さ
れ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
地

名
を
現
行
フ
ラ
ン
ス
地
名
に
移
す
た
め
に
は
、
ニ
タ
ー
ル
の

F
2
2
版
の
注
、
及
び

ω円呂田
o
z
a－y
t『
h
H
E

尋
常
吉
『
丸
町
的
・
＼
込
尋
な
与
さ

勾
hH．
円
官
官
q
s
h
H
h
h同HhH．
句
、
ミ
誌
、
コ
ミ
抽
選
S
F

図。－

F

Z叩ロ
a
H
H
H
n
w
a叩
H・
H
－
〉
口
出
出
問
0
4
0
ロ
同
∞
吋
少
切
刊
円
ロ
ロ
・

5
2・
ω・］戸叶
NlHJ『
臼
・
に

よ
っ
た
。
そ
の
他
b
g
b
h
s
h
w向ミ
S
Rミ
の
何
回
ロ
対
訳

2
2
h
h
s
g
h
H句
C
R
旬
、
h
S
N
H
q
号
ミ
完
走
誌
の
な
与
な
定
句
号
h
出向
HHH
旬、ミ同時三－

h4
可町民守司ミ

g

s
’MaH白
雪
！
の
ミ
恥
町
内
』
き
な
h
H
H
a
h
h
N
Z
－
国
向
・
〈
戸
田
叩
吋
］
山
口
・
ロ
－
a
・
）
と
も
対
比
し
た
。

a

g

冨
moz－－》
H
E
6
5
p
h
w
w
J
戸

ω・
ロ
ω・
は
回
叩
仏
国
岡
田
同
岡
田
口
弘
司
H・
0
ロユげ叩・

b

国担司
1

曲ロ司
1

〉
ロ
ヴ
叩
と
回
目
H

．1
】叩
1

0
ロ口・

以
上
の
他
に
、
富
O
問問
p
c
c
・y
b
t円
尽
き
噛
悼
む
守
町
告
の
宮
内
司
、
hHKVE句、
5
Hロ
ミ
宮
崎
号
、
む
。
hH
誌
な
儀
礼
号
宮
、
ミ
ミ
ミ
・
】
URU－
H
申
吋
N

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
ヴ
、
八
四

O
年
（
森
）

一
六
七
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日
鐙
雅
子
「
カ
ー
ル
大
品
川
の
静
岡
分
割
令
l
l第
四
条
・
第
五
条
の
信
懇
性
を
め
ぐ
る
諸
問
題
l
l」
、
『
西
洋
史
学
』
第
一
一
ム
ハ
号
、
昭
和
五
十

五
年
三
月
、
四
0
1五
九
頁
。
は
、
細
部
と
結
論
と
を
別
に
し
て
、
と
の
問
題
に
関
す
る
諸
学
説
を
よ
く
紹
介
し
て
い
る
。
取
敢
え
ず
と
れ
に
よ
ら

れ
た
い
。

。〉
Z
m同
O
司（国，・IF－
Y
N
4
唱え
wmw
培、町、柏崎
h
h
s
一『同時
h町内
hH』
VH．AahhHR
『司
hr

】日田
Hiz
・同也間∞－

HYAphw
ム
チ
豆
一
回
口
－

H白
血

r
同町叶・

八
二
八
年
十
二
月
に
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
と
ロ
テ
ー
ル
は
、
公
会
議
を
マ
イ
ン
ッ
、
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
、
ト
ゥ
ル
ー
ズ
で
同
時
に
開
く
と
と
を
決
め
、

司
教
た
ち
に
呼
び
か
け
た
（
切
O
何
回
自
己
中
間
同
〉
d
m
p
円
り
お
な
．
E

E
ミ
a
－

F
ロS
H

E
－
H
∞
聞
い
そ
の
目
的
は
、
教
会
と
国
家
の
相
互
関
係
の

決
定
と
、
そ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
綱
紀
粛
正
で
あ
り
、
調
査
が
行
な
わ
れ
て
後
、
八
二
九
年
六
月
に
会
議
が
閲
か
れ
た
。
そ
の
結
果
が
残
っ
て
い
る

の
は
、
卸
六
回
パ
リ
公
会
議
。
。
ロ
色
k
g
可
制
丘
曲
目
叩
回
目
。
〈
同
の
諸
決
定
の
み
で
あ
る
（
冨
k
r
z目
F
h
w
a
n
さ
さ
き
。
室
内
志
向
M

芸
達
弓
口
言
両
町

、
占
ミ
ミ
な
包
ミ
む
の
ロ
ミ
崎
町
H
R
仲－

u
ロメ

H84F
円
合

B
℃
・
・
の
4
S
F
E
g－
g】・間同由・
2
∞－
d

o

四
巻
に
分
た
れ
、
特
に
第
二
巻
が
「
王
の
職

務
」
河
内
w
明
回
目
。
自
由
民
国
件
。
吋
宮
自
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
王
権
を
、
教
会
を
保
護
す
る
「
職
務
」
と
明
確
に
断
じ
て
、
教
会
に
従
属
す
る
地
位
に
お
い

た
の
は
、
と
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
り
、
乙
の
神
政
政
治
理
論
は
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
ヨ
ナ
ス
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
・
河
開
〈
阿
国
O
Z

G
・
）
句
ド
2
位
和
町
師
、
句
史
丘
町
ロ
・
2
－R
－た
H
h
h
h
h
h句
史
送
時
間
ん
W
A
H
S
町、刷
h
h
a
N
a
h
h
ι
町内、同・－
h
s
p
a

円、。ミ
ι叩
hH3h

司H
h
b
S
R
N
U
由
同
誌
白
色
町
足
立
。
諸
問

3

E

Q
－－－

b
H
S
札
崎
町
同
町
時
H
H
崎
町
ミ
注
意
向
－

H
V
E
P

邑
露
出
凹
E

E

C

－）
S
F
R
F阿聞の
0
・
s

h

E

3

R
出
向
。
室
内
H．h
a
－
喝
l
M
・

3
吾－

E
M
H
・

吋b
Z
H
U
・
回
口

a
g
s
a
g－
H
由
3
・

p
g・叶
M
－
ロ
O
A
F
N
∞・

と
の
聞
の
事
情
は
H
V
0
4
4
国〉
E
E
W
Z

也、－

n

p
－
H
Y
H
l
H
O
一
回
玄
凹
O
z－－
E

b
尋
島
町
宮
コ
宮
崎
た
さ
・
参
照
。

25 24 26 

直

八
三
七
年
の
分
割
は
、
境
界
内
の
す
べ
て
の
「
司
教
管
区
、
修
道
院
、
伯
特
区
、
王
室
財
産
そ
の
他
を
」
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
ヴ

に
与
え
た
。
地
域
と
し
て
、
一
見
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
な
地
名
｜
｜
八
三
七
年
の
フ
リ
ジ
ア
、
八
三
九
年
の
ア
キ
タ
ニ
ア
、
ヴ
ァ
ス
コ
ニ

ァ
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
、
プ
ロ
ヴ
イ
ン
キ
ア
等
ー
ー
を
除
く
と
、

こ
れ
ら
の
領
域
を
示
す
単
位
は
第
一
義
的
に
は
司
教
管
区
で
あ
り
、
司

教
都
市
そ
の
も
の
の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
以
下
で
は
、
八
三
七

1
八
三
九
年

ωシ
ャ
ル
ル
の
取
り
分
を
、
司
教

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

1
ヴ
、
八
四
O
年
（
繰
）

二
ハ
九



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
凶
O
年
（
森
）

一七
O

管
区
に
読
み
か
え
て
み
た
い
と
思
う
。
我
々
は
先
ず
「
フ
リ
ジ
ア
の
全
部
」
を
考
鼠
の
外
に
お
く
。
何
と
な
れ
ば
フ
リ
ジ
ア
は
、

ケ
ル
ン

大
司
教
管
区
（
ゲ
ル
マ
ニ
ア
富
一
〉
に
あ
る
ユ
ト
レ
ヒ
ト
司
教
管
区
で
あ
り
、

「
ベ
ル
ガ
地
方
の
大
部
分
」
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
し

事
実
モ
イ
ラ
、

モ
ザ
ガ
ウ
等
の
伯
仲
い
区
は
、
ゲ
ル
マ
ニ
ア
第
二
と
ベ
ル
ギ
カ
第
二
と
を
分
け
る
ム

l
ズ
川
下
流

域
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
は
「
ベ
ル
ガ
地
方
の
大
部
分
」
を
ト
レ

l
ヴ
大
司
教
管
区
（
ベ
ル
ギ
カ
第
一
）
の
一
部
と
ラ
ン
ス
大

エ
ト
ラ
、

ハ
モ
レ
ン
卜
、

司
教
管
区
（
ベ
ル
ギ
カ
第
二
）
で
あ
る
と
品
行
え
る
。

「ム

l
ズ
川
と
セ

l
ヌ
川

ω間
を
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
ア
ま
で
」
ば
、

ほ
ぽ
ラ
ン
ス
大
川
教

作
区
に
該
行
し
、

こ
れ
に
続
く
二
地
名
、
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
と
、

し
ば
し
ば
ブ
ル
グ
ン
デ
ィ
ア
に
入
れ
ら
れ
る
ト
ゥ

l
ル
と
は
、
ト
レ

l
ヴ
大

司
教
特
区
に
属
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
続
く
伯
特
区
名
の
う
ち
オ
ル
ナ
ン
は
、
ト
ゥ

l
ル
一
一
川
託
行
区
に
服
す
る
。
回
巾
品
。

5
2
を
回
早
聞
き

（
回
答
。
日
間
）
と
読
ん
だ
場
合
、
そ
の
所
在
は
ト
レ
！
ヴ
司
教
管
区
と
な
る
が
、
ウ
ー
ル
ト
と
す
れ
ば
現
リ
エ
！
ジ
ュ
川
辺
部
に
あ
た
り
、

何，‘

大
司
教
管
区
は
ケ
ル
ン
（
ゲ
ル
マ
ニ
ア
第
二
）
と
な
る
。
ブ
レ

l
ズ
は
ト
レ

l
ヴ
大
司
教
管
区
（
ベ
ル
ギ
カ
第
一
）

ωト
ゥ

l
ル
司
教
管
区
に

属
し
、
ペ
ル
ト
ワ
は
ラ
ン
ス
大
司
教
管
区
の
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ル
・
マ
ル
ヌ
司
教
管
区
に
属
す
る
。
両
パ
ロ
ワ
を
パ
ー
ル
・
シ
ュ
ル
・
オ

ー
ブ
と
パ
ー
ル
・
ル
・
デ
ュ
ッ
ク
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

区
、
後
者
は
ト
ゥ

l
ル
司
教
管
区
に
属
す
ふ
。
ブ
リ
エ
ン
ヌ
は
サ
ン
ス
大
司
教
管
区
（
ル
グ
ド
ゥ
、
不
ン
シ
ス
第
四
）
の
ト
ロ
ワ
司
教
代
区
に

属
す
る
。
以
下
ト
ロ
ワ
、
ォ
l
ク
セ
ル
、
サ
ン
ス
（
サ
ン
ス
大
司
教
符
区
）
、
と
司
教
管
区
名
が
な
ら
ん
。
ガ
テ
ィ
、
不
も
サ
ン
ス
司
教
管
区
に

属
い
、
メ
ラ
ン
も
ま
た
サ
ン
ス
司
教
管
区
に
属
す
ふ
o

シ
ャ

l
ト
ル
同
町
、
そ
の
後
に
続
く
パ
リ
と
と
も
に
、
サ
ン
ス
大
司
教
管
区
の
パ
リ

前
者
は
リ
ヨ
ン
大
司
教
管
区
（
ル
グ
ド
？
不
ン
シ
ス
第
一
）
の
ラ
ン
グ
ル
大
司
教
管

司
教
管
区
に
属
す
る
。
エ
タ
ン
プ
は
事
実
上
サ
ン
ス
司
教
特
区

ω四
辺
に
位
附
し
て
い
た
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
イ
教
符
区
に
も
ま
た
が
っ
て

い
た
ら
し
い
。

の
属
司
教
管
区
l
｜
ラ
ン
ス
、

パ
リ
か
ら
セ

l
ヌ
川
ぞ
い
に
海
に
い
た
り
、
海
岸
線
に
そ
っ
て
フ
リ
ジ
ア
に
も
ど
る
線
内
に
は
、
ラ
ン
ス
大
司
教
管
区
（
ベ
ル
ギ
カ
郊
二
）

ソ
ワ
ソ
ン
、
ラ
ン
、
ボ

l
ヴ
ェ

l
、
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ル
・
マ
ル
ヌ
、
ノ
ワ
イ
オ
ン
、
カ
ン
プ
レ
イ
・
ア

a

フス、

ト
ゥ
ル
、
不
ィ
、
ア
ミ
ア
ン
、

サ
ン
リ
ス
、
テ
ル

l
ア
ン
ヌ
｜
｜
と
、

こ
れ
に
加
え
て
ル

l
ア
ン
大
司
教
科
目
区
（
ル
グ
ド
？
不
ン
シ
ス
第



ニ）
の
ル

l
ア
ン
司
教
管
区
と
を
包
括
し
て
い
た
。
以
上
か
ら
我
々
は
、

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
の
取
り
分
が
、

ト
レ

l
ヴ
ハ
ベ
ル

ギ
カ
第
一
）
大
司
教
管
区
の
半
ば
と
ラ
ン
ス

（
ベ
ル
ギ
カ
謹
一
）
大
司
教
特
区
の
全
部
、

さ
ら
に
サ
ン
ス

（
ル
グ
ド
ゥ
ネ
ン
シ
ス
第
四
）

の切っ

ち
、
八
一
七
年
の
ピ
ピ
ン
の
取
り
分
と
、
パ
リ
・
ト
ゥ

l
ル
聞
の
ロ

l
マ
軍
近
の
西
を
除
い
た
部
分
（
お
そ
ら
く
シ
ャ
ル
ト
ル
を
排
除
し
、
ォ

ル
レ
ア
ン
を
包
括
す
る
）
、
及
び
ル

l
ア
ン
司
教
管
区
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
た
と
結
論
し
得
ょ
う
。
乙
の
取
り
分
は
ま
た
、
カ
ロ
リ
ン
グ

家
に
と
っ
て
兎
大
な
象
徴
的
窓
味
を
持
つ
「
王
室
財
産
」
｜
｜
ア
l
ヒ
ェ
ン
と
エ
ル
ス
タ
ル
ー
ー
を
故
立
に
避
け
て
い
る
よ
う
に
も
け
ん
え

る
八
三
八
年
に
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
が
与
え
ら
れ
た
取
分
は
、
と
り
あ
え
ず
ル
・
マ
ン
司
教
管
区
と
、

こ
れ
を
合
む
ト
ゥ

1
ル
大

司
教
管
区
〈
ル
グ
ド
？
不
ン
シ
ス
第
三
）
の
属
司
教
管
区
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
「
ロ
ワ
l
ル
・
セ

l
ヌ
両
河

ω聞
の
西
が
リ
ア
の
全
部
」

と
云
い
な
が
ら
、
ル

l
ア
ン
大
司
教
管
区
の
大
部
分
｜
｜
パ
イ
ユ

l
、
ア
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
、

ー
ー
は
、
乙
の
時
期
の
視
野
に
入
っ
て
来
な
い
し
、
ト
ゥ

1
ル
大
司
教
科
N

区

ω四
半
分
l
｜
ト
ゥ

l
ル
、
ル
・
マ
ン
、
ア
ン
ジ
ェ
、

ト
以
外
｜
｜
は
、
明
ら
か
に
プ
ル
ト
ン
王
ノ
メ
ノ
エ

Z
o
s
s
o
p
の
影
響
下
に
あ
る
か
ら
、
こ
ζ

で
は
取
り
上
げ
な
い
。

エ
ヴ
ル

l
、
セ
1
、
リ
ジ
ウ
l
、
ク
l
タ
ン
ス
ナ
ン

と
は
、
パ
リ
・
ト
ゥ

l
ル
聞
の
ロ

l
マ
軍
近
の
四
を
指
し
て
い
る
か
ら
、
乙
の
地
方
一
拍
の
大
軍
事
行
区

を
意
味
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
七
四
八
年
に
こ
の
内
宮

g吉
田
は
十
二
宮
巴
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
九
。
如
上
の
所
与
か
ら
と

ロ
ロ
ロ
目
立
ロ
由
。
。
ロ
ogmw口問。己目

こ
こ
で
は
収
敢
え
ず
、

司
教
符
区
（
サ
ン
大
司
教
符
区
〉
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
加
え
た
も
の
と
考
え
た
い
。

の
内
同

HHgzm
の
範
囲
を
正
確
に
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

ル
・
マ
ン
司
教
管
区
に
、

シ
ャ
ル
ト
ル

こ
れ
に
ト
ゥ

l
ル
大
司
教
科
い
区

ω
ロ
ワ
1
ル
川
沿
い

の
東
半
分
、

L
e
ゥ
1
1

レ、，J 

ア
ン
ジ
ェ
、

ナ
ン
ト
司
教
管
区
を
加
え
た
も
の
が
、

八
三
八
年
の
シ
ャ
ル
ル

ω増
加
分
で
あ
り
、
何
れ
に
し
て

も
、
八
四

O
年
に
ロ
テ
l
ル
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
ル
・
マ
ン
の
十
伯
管
区
」
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
い
。

八
三
九
年
の
分
割
は
、
主
と
し
て
ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
の
排
除
を
目
的
と
し
、
シ
ャ
ル
ル
と
ロ
テ
ー
ル
と
の
聞
の
均
等
配
分

を
う
た
っ
た
も

ωで
あ
る
。
分
割
線
は
ム

l
ズ
・
ソ

i
ヌ
・
ロ

l
ヌ
の
三
河
川
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ロ
テ
ー
ル
は
当
然
、
イ
タ
リ
ア
と
一

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）
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表E

Provinciae Dioeceses jn.F.Jc.c.! A耐ep己叩叫t戸s~治SC~叫0~p凶i
Treves 36 40 Hetti 

TREVES Metz 40 40 Drogo 
(Belgica I) 1 Toul 26 27 Frotharius 

2 Verdun 27 29 Hildinus 

3 Reims 31 31 Ebo 
4 Soissons 17 34 Rothadus lI 
5 Laon 25 26 Symeon 
6 Beauvais 29 29 Hildemannus 
7 Chalons-sur-Marne 33 33 Lupus Il 

REIMS 8 
Nc~!~ve~:~~nesi!f• 

25 28 Immo 

(Belgica JI ) 
9 臼mbrai-Arras 18 18 Theodericus 
10 Tournai 
11 Amiens 14 22 Ragenarius 
12 Senlis 26 27 Erpuinus 
13 Therouanne (Morini) 16 Folcuinus 

ROUEN 
/ 14 / Rauen 

I 31 I 32 I Ragnoardus 
(Lugdunensis E〕 32 33 Guntbaldus 

15 Sens 43 43 Wenilo 
16 Auxerre 35 35 Heribaldus 
17 Troyes 34 32 Elias 

35 33 Adalbertus 
36 Prudentius 

SENS 18 Orleans 37 38 Ionas 

(Lugdunenensis IV) 19 Paris 47 46 Ercanradus JI 
20 Meaux 10 34 Hucbertus 
21 Chartres 40 39 Bernoinus 

41 40 Helias 
32 Nevers 10 Gerfredus 

11 26 Herimannus 
22 Tours I 48 46 Ursmarus 

TOURS 23 Le Mans ! 23 25 Aldricus 
(Lugdunensis E〕 24 Angers 31 33 Dodo 

25 Nantes 28 33 Gunhardus 
26 Lyon 45 47 Agobard、us
27 Langres 35 37 Albericus 

LYON 
36 38 Theutbaldus 

28 Chalon-sur-Saone 14 18 Fova 
(Lugdu田 nsisI) 19 Milo 

15 20 Godelsadus 
29 Macon 7 17 Hildibaldus 
30 Autun 21 37 Modoinus 

B~X~f!ia I) j 31 I Bourges I 47 j 45 I Ro叫 u

シ
ャ
ル
ル
・
ル

シ
ョ

l
ヴ、
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O
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IV 

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ

ω取
り
分
を
司
教
管
区
に
お
き
な
お
す
と
、
そ
の
数
は
、
八
三
七
年
に
二
一
、
八
三
八
年
に
二
五
、
八
三
九

年
に
は
コ
二
以
上
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
一
応
表
示
す
れ
ば
表
E
の
如
く
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
、
地
図
と
し
て
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
司

教
行
ば
に
お
け
る
大
司
教
、
司
教
の
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
動
向
は
、
政
的
に
多
大
の
影
響
を
与
え
て
い
た
に
相
違
な
い
。
彼
ら
の
名
と

a
 

什
川
木
的
な
州
川
報
ば
、
。
ミ
同
悼
む
の
守
な
と
ね
ぎ
と
り
ロ
の
出
何
回

Z
F
、
2
同時何郎、な円。』守
h
N
R
H
－
と
か
ら
得
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
に
存

在
す
る
修
辺
院
名
（
こ
こ
で
は
男
子
修
道
院
に
限
っ
た
）
と
修
道
院
長
名
は
、

c
h
H
E
G
Q
N
『
な
な
き
hN
か
ら
得
ら
れ
る
。
表
E
と
地
図
と
の
司

教
医
名

ω前
に
つ
け
た
一
辿
帯
号
は
、
以
下
の
言
及
順
を
示
し
て
い
る
。
大
司
教
、
司
教
が
そ
れ
ぞ
れ
何
代
目
に
内
る
か
に
つ
い
て
は
、

相
w！
な
泣
が
あ
り
、
そ
の
帯
号
は
表
E
の
り
・
、
・
（
り
co国
間
一
回

Z
F
、
ね
た
町
白
骨
、
D
g
k
v
h
H
H
h
H
）
と

C－
n・（
C
Q
S
Q
Q
qな
な
き
ぬ
）
欄
に

示
し
た
。

ー
、
ト
レ
l
ヴ
大
司
教
代
区
の
ト
ゥ

l
ル
司
教
フ
ロ
タ
リ
ウ
ス
は
、
八
二
二
作
（
あ
る
い
は
そ
の
前
年
）
に
聖
別
さ
れ
、
八
円
六
年
五
月

二
二
日
に
政
し
た
。
前
身
は
サ
ン
・
テ
l
ヴ
ル

ω包
ロ
寸
開
〈
店
修
道
院
長
で
、
こ
の
修
道
院
の
改
市
を
行
九
円
、
八
四
一
年
頃
ま
で
こ
の
修

辺
院
長
を
兼
ね
て
い
た
ら
し
い
。
彼
は
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
に
は
忠
実
で
、
八
二
九
年
の
マ
イ
ン
ツ
公
会
議
に
出
府
し
た
。
彼
は
ラ
ン
ス
大

司
教
エ
ボ
が
そ
の
職
を
辞
し
た
八
三
五
年
の
テ
イ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
寸
Z
oロ4
日
刊
の
会
議
ピ
も
、
さ
ら
に
同
大
司
教
を
復
位
さ
せ
た
八
四

O

年
の
イ
ン
ゲ
ル
ハ
イ
ム
『
間
色
町
包
ヨ
の
会
議
に
も
出
席
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
彼
の
行
動
に
は
ロ
テ
l
ル
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

2
、
ヴ
エ
ル
ダ
ン
一
川
教
ヒ
ル
デ
ィ
ヌ
ス
は
ア
レ
マ
ニ
ア
の
出
身
で
あ
る
。
彼
は
八
二
九
年
の
マ
イ
ン
ツ
公
会
議
、
八
三
五
年
の
テ
ィ
オ

ン
ヴ
ィ
ル

ω会
議
に
山
山
山
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
そ
の
出
身
地
の
故
か
、
籾
シ
ャ
ル
ル
の
態
度
を
と
り
、
八
三
八
年
に
キ
エ
ル
ジ
l

で
、
シ
ャ
ル
ル
の
取
り
分
心
決
定
に
参
与
し
た
。
こ
の
態
度
は
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
死
後
も
変
ら
ず
、
八
四
一
年
六
月
の
フ
ォ
ン
ト
ノ
ワ

司

o
z
g
o吋
1
3
1
M
M
E
Sヨ
の
戦
い
以
後
ま
す
ま
す
問
者
に
な
る
。

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
円
O
年
（
市
川
）

一
七
バ



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
、
八
四
O
年
〈
森
）

一
七
六

叫
ぺ
該
校
区
に
は
三
修
道
院
が
あ
る
か
、
そ
の
う
ち
の
サ
ン
・
ミ
イ
エ
ル

ω包
己
・
宮
店
庄
の
八
二
五
年
の
修
道
院
長
ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
一

世
は
、
こ

ω
4教
と
同
一
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
そ
の
後
紋
者
は
マ
卜
フ
リ
ド
ゥ
ス
伯

g
g
g
呂田
H
r
Eロ
田
で
、
彼
が
八

二
O
作
代

ω
オ
ル
レ
ア
ン
伯
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
れ
ば
ロ
テ
ー
ル
派
で
あ
り
、
彼
は
事
実
こ
の
職
を
、
ロ
テ
ー
ル
か
ら

σ
g
E
Eロ
自

と
し
て
交
け
た
。

5
 
5
 

3
、
ラ
ン
ス
大
司
教
エ
ボ
は
、
フ
ロ
ド
ア

l
ル
に
よ
れ
ば
「
ラ
イ
ン
彼
作
比
れ
で
ゲ
ル
マ
ン
人
」
で
あ
り
、
「
良
帝
ル
イ
の
乳
兄
弟
で

6
 

学
友
」
で
あ
か
。
彼
が
ラ
ン
ス
大
司
教
の
職
を
得
た

ωは
、
お
そ
ら
く
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼

ω聖
別
も
、
ラ
ン
ス
で
の
ル

イ
の
戴
冠

ω山
後
で
あ
っ
た
。
彼
は
八
二
九
年
の
パ
リ
公
会
議
に
出
府
し
て
い
る
。
そ
の
杭
後
か
ら
は
彼
は
徹
一
凶
微
尼
ル
イ
の
・

μ子
た
ち

ペ
ユ
タ
ン
ス

の
側
に
つ
き
、
八
三
三
年
に
は
ソ
ワ
ソ
ン
の
サ
ン
・
メ
ダ
l
ル
の
柿
備
に
お
い
て
、
リ
ヨ
ン
大
司
教
ア
ゴ
パ
ル
ド
ゥ
ス
と
と
も
に
良
帝
を

Y

8

 

5

5

 

追
い
つ
め
た
。
八
三
五
年
三
一
月
凹
口
、
彼
は
’
H
ら
立
を
負
っ
て
職
を
退
い
た
が
、
八
四

O
年
八
月
に
ロ
テ
l
ル
は
彼
を
再
び
ラ
ン
ス
大
司

，
 

s
 

教
と
し
、
彼
は
同
年
十
二
月
六
日
に
ラ
ン
ス
に
入
っ
た
。
し
か
し
八
四
一
年
六
月

ω
フ
ォ
ン
ト
ノ
ワ
の
戦
い
以
降
は
、
ロ
テ
l
ル
派
も
彼

を
支
え
切
れ
ず
、
結
局
は
ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
が
彼
を
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
と
し
て
い
る
。
八
三
七
、
八
三
八
、
八
三
九
年

の
分
訓
は
、
彼
が
自
ら
職
を
退
い
て
い
る
問
に
行
わ
れ
、
八
四
一
年
以
降
は
、
八
四
五
年
に
ヒ
ン
ク
マ

l
ル
が
ラ
ン
ス
大
司
教
と
な
る
ま

で、

w
l
該
行
区
の
サ
ン
・
レ
、
、
、

ω回目己
i
H
N
g
ユ
修
道
院
長
フ
キ
オ
ヨ
邑
0
・

E
乙
no
と
ノ
l
ト

Z
o
p
o
が
大
司
教
職
を
代
行
し
た
。

こ
の
行
区

ω修
道
院
は
、
サ
ン
・
レ
ミ
を
合
め
て
三
つ
で
あ
る
。

4
、
ソ
ワ
ソ
ン
司
教
ロ
ダ
ド
ゥ
ス
二
世
は
、
八
三
二
年
頃
に
聖
別
さ
れ
、
以
後
八
六
九
年
四
月
末
ま
で
、
側
め
て
多
く
の
文
討
に
そ
の

名
を
山
川
め
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
八
六
一
年
に
ラ
ン
ス
大
司
教
ヒ
ン
ク
マ

l
ル
か
ら
破
門
さ
れ
、
八
六
五
年
に
教
皇
ニ
コ
ラ
ウ
ス
一
世
を

し
て
「
ソ
ワ
ソ
ン
教
会
は
、
約
三

0
年
聞
に
わ
た
っ
て
、
実
り
な
き
い
ち
じ
く
の
木
吉
岡

E
n
E
0
8
2
2
E
S
ロ
ダ
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
て
い
た
」
と
云
わ
せ
た
。
八
四

O
年
の
大
司
教
エ
ボ
の
復
位
の
際
に
、
彼
は
エ
ボ
を
右
手
で
そ
の
座
に
埠
い
ね
。
従
っ
て
彼
は
計

然
エ
ボ
と
同
じ
政
治
的
立
場
を
と
り
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
行
医
に
は
三
修
道
院
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
サ
ン
・
メ
ダ
l
ル
の



修
道
院
－
L
ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
ば
、
日
延
司
悠
長
で
あ
り
、

4
0
 

問

O
年
の
政
仙
を
大
き
く
動
か
す
人
物
で
あ
る
。

4
0
 

5
、
ラ
ン
司
教
シ
メ
オ
ン
ば
、

サ
ン
・
ド
ニ
及
び
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
・
ヂ
・
プ
レ
の
修
道
院
長
を
兼
ね
、

;¥ 

八
三
五
作
明
か
ら
八
円
六
年
四
ま
で
在
職
し
て
い
る
が
、

八川門

C
作
の
エ
ボ

ω秘
枕
に
参
う
し
て
い

る。
6
、
ボ

l
ヴ
ェ

1
司
教
ヒ
ル
デ
マ
ン
ヌ
ス
は
、

か
つ
て
コ
ル
ビ
ー
の
修
近
士
で
、

と
こ
で
修
道
院
長
ア
グ
ル
ハ
ル
ド
ゥ
ス
の
教
育
を
受

庁
、
八
二
六
年
一
月
に
は
そ
の
死
を
み
と
り
、
葬
儀
に
列
し
た
。
フ
ロ
ド
ア
l
ル
は
、

派
で
あ
る
乙
と
を
匂
わ
せ
、

ヒ
ル
デ
マ
ン
ヌ
ス
を
、
そ

ω
削
同
様
に
ロ
テ
ー
ル

ヒ
ル
デ
マ
ン
ヌ
ス
が
、
八
四

O
年
の
エ
ボ
の
復
位
に
「
他
の
司
教
と
と
も
に
」
賛
同
し
た
と

曲

し
て
、
彼
を
ロ
テ
ー
ル
派
と
凡
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
八
二
九
年
の
パ
リ
公
会
議
に
姿
を
凡
せ
、
八
三
五
年
の
エ
ボ
の
昨
職
に
関
与

し
て
い
る
が
、
概
し
て
エ
ボ
U

ロ
テ
l
ル
派
の
仙
献
を
買
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
乙
の
管
区
に
は
ニ
修
道
院
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
サ
ン
・

ジ
ェ
ル
マ
ン
皆
目
己
！
の

2
B包
ロ
官
宮
内
同
四
回

g己
〈
釦
目
的
修
辺
院
長
は
、
後
の
ラ
ン
ス
大
司
教
ヒ
ン
ク
マ

l
ル
で
あ
る
。

7
、
シ
ャ
ロ
ン
・
シ
ュ
ル
・
マ
ル
ヌ
司
教
ル

l
プ
ス
二
世
は
、
八
三
七
・
八
年
か
ら
文
書
の
刑
諸
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
始
め
、
八
四

O

杭
制
的
に
参
与
し
た
。

マ
ビ
ヨ
ン
’
も
、

年
の
エ
ボ
の
復
位
に
は
、

り
、
八
四

O
年
当
時
の
修
道
院
長
は
ラ
ン
ス
の

こ
の
作
区
に
は
モ
ン
テ
ィ
エ
・
ラ
ン
・
デ
l
ルで
あ
る72宮
0 0 
::s ..... 
ぞb
pーも

巾

ロ
ロ
《1)
トーt

修
道
院
が
あ

ペ
ル
ド
ゥ
ル
ス
H
U
O
H
7

仏ロ】ロ凹

3
 
7
 

8
、
ノ
ワ
イ
オ
ン
司
教
イ
モ
（
エ
モ
肘
E
g
o
－
エ
ク
セ
メ
ノ
開
局
5
8
0）
は
、
八
四

O
年
の
エ
ボ
の
彼
伎
に
は
賛
成
し
た
ら
し
い
が
、
八

7
 

内
一
年
に
は
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
の
使
者
と
し
て
ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
の
許
に
赴
い
て
い
る
。
以
後
彼
は
一
貫
し
て
シ

5
 

ャ
ル
ル
側
に
つ
い
て
い
た
が
、
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
に
よ
れ
ば
、
彼
は
八
五
九
年
に
ノ
ル
マ
ン
人
に
捕
え
ら
れ
、
殺
さ
れ
わ
0

6
 

9
、
カ
ン
プ
レ
イ
・
ア
ラ
ス
司
教
テ
オ
デ
リ
ク
ス
は
、
八
三
二
・
二
年
に
こ
の
職
に
つ
き
、
同
ち
に
ロ
て
フ

Foσσ
冊
目
修
辺
院
の
改

彼
は
エ
ボ
の
辞
職
と
復
職
の
何
れ
に
も
関
与
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
特
に
八
四

O
年
に
は
、
彼
の
ロ
F
2
3
2
8
Uロ
ー
目
ヴ

7
 
7
 

が
杭
制
的
に
動
い
て
い
る
。
彼
の
死
は
八
六
三
年
で
あ
る
が
、
そ
の
死
後
こ
の
司
教
限
に
は
、

三
日
仏
0
5
5
5

t
eご
1
j
っ
こ
。

寸斗

1
2・

7

ィ
タ
ウ
ス

〈
円
円
山
口
∞

サ
ン
・
ド
ニ
修
道

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）

一
七
七



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
〉

一
七
八

院
長
ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
の
親
族
ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
が
、

ロ
テ
ー
ル
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
。
と
の
校
区
に
は
、
上
記
ロ
ッ
プ
の
他
に
、

サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
の
両
修
道
院
が
あ
り
、
後
者
の
修
道
院
長
は
、

庶
子
ユ

l
グ
一
世
ラ
ベ
出
口
町
山
口
四
回
可
〉

σ区
で
あ
っ
た
。

ア
ラ
ス
の
サ
ン
・
ヴ
ァ
ス
ト

ω回目ロゲ〈回図的円、

シ
ャ
ル
ル
マ

l
ニ
ュ
の

日
、
ト
ゥ
ル
、
不
ィ
司
教
代
区
は
六
世
紀
に
廃
止
さ
れ
、
ノ
ワ
イ
オ
ン
司
教
の
げ
轄
下
に
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
こ
の
管
区
に
は
サ
ン
・

タ
マ
ン

ω包
己
目
〉
ヨ
自
己
修
道
院
が
あ
り
、
八
四

O
年
に
死
ん
だ
修
道
院
長
ア
、
ダ
レ
オ
ド
ゥ
ス
〉
仏
丘
町

o
E目
は
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ

を
通
じ
て
カ
ロ
リ
ン
グ
家
に
属
す
る
。

日
、
ア
ミ
ア
ン
司
教
ラ
ゲ
ナ
リ
ウ
ス
の
司
教
就
任
年
代
は
八
三

O
年
ま
た
は
八
三
四
年
で
あ
り
、
こ
の
両
年
代
の
聞
に
、
司
教
シ
ゲ
ハ

ル
ド
ゥ
ス
臼
な

E
E
5
の
名
が
一
爪
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
彼
は
八
三
五
年

ωテ
イ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
以
校
、
八
四
九
年
ま
で
、
八
円

O
年
の

エ
ボ

ω復
仇
を
ふ
く
め
て
多
く
の
会
議
に
姿
を
見
せ
て
い
る
。
乙
の
管
区
に
は
、
サ
ン
・
リ
キ
エ

ωaEiMNHoc
－o円、
コ
ル
ビ

l
c
o円
E
O

の
両
修
道
院
が
あ
る
。
サ
ン
・
リ
キ
エ
修
道
院
長
は
、

八
三
七
年
頃
ま
で
、
皇
・
恨
の
文
書
局
長
エ
リ
ザ
カ
l
ル
出
匹
目
白
各
国
吋

で
あ
り
、

そ
の
後
継
者
ば
シ
ャ
ル
ル
マ

l
ニ
ュ
の
孫
リ
ク
ボ
ド
担
号
。
舌
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
シ
ャ
ル
ル
マ

l
ニ
ュ

ω孫
ニ
タ
ー
ル
も
、

の
俗
人
修
近
院
長
あ
る
い
は

ω仏
4
0
8
E凹
で
あ
る
。
サ
ン
・
リ
キ
エ
の
修
道
院
長
が
、
服
代
ジ
ャ
ル
ル
・
ル
・
ジ
ョ

i
ヴ
派
で
あ
っ
た

の

に

対

し

て

、

一

貫

し

て

ロ

テ

ー

ル

派

で

あ

っ

た

。

八

三

七

年

以

後

の

修

道

院

長

同
時
則

コ
ル
ビ

l
修
道
院
長
は
、

ア
ダ
ル
ハ
ル
ド
ゥ
ス
以
後
、

は
イ
ザ

i
ク
目
的
自
円
で
あ
り
、
彼
を
つ
い
だ
パ
ス
カ
シ
ウ
ス
・
ラ
ト
ベ
ル
ト
ウ
ス

点
に
い
た
ア
ダ
ル
ハ
ル
ド
ゥ
ス
の
弟
、
ヴ
ァ
ラ
巧
色
白
の
耕
謎
論
を
引
い
た
。
そ
の
他
二
修
道
院
の
う
ち
の
一
つ
サ
ン
・
ジ
ョ
ス
・
シ
ュ

の
俗
人
修
道
院
長
オ
ド
ゥ
ル
フ
ス
ば
、

H
U
何回目口｝戸田回目戸訪問白色
σ日ユ己的

［ま

ロ
テ
l
ル
派
の
頂

ル
・
メ
ー
ル

ω包口同・』
om自
由
日
・
冨
伺
門

八
四

O
年
に
市
一
大
な
役
川
を
前
ず
る
が
、

こ
れ
に
つ
い

て
ほ
後
述
す
る
。

口
、
サ
ン
リ
ス
司
教
エ
ル
プ
イ
ヌ
ス
は
、
八
一
ニ
八
年
に
聖
別
さ
れ

5
 
8
 

と
と
も
に
、
砧
械
的
な
役
川
を
訓
じ
て
い
る
。

八
円

O
年
の
エ
ボ
の
復
伎
に
は
、

ソ
ワ
ソ
ン
司
教
ロ
タ
ド
ウ
ス
等



日
、
テ
ル

l
ア
ン
ヌ
（
モ
リ
ニ
）
司
教
フ
オ
ル
ク
ゥ
イ
ヌ
ス
の
司
教
就
任
は
八
一
六
又
は
八
一
七
作
で
あ
ろ
が
、
前
者
と
同
じ
く
エ
ボ
の

．。

彼
枕
を
助
け
た
。

け
川
、
ル
d
l

ア
ン
大
司
教
と
し
て
の
ラ
グ
ノ
ア
ル
ド
ゥ
ス
の
痕
跡
は
、
八
三
五
年
の
テ
イ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
の
会
議
ま
で
し
か
追
え
な
い
。
グ

ン
ト
パ
ル
ド
ゥ
ス
が
大
司
教
と
し
て
姿
を
見
せ
る
の
は
八
四
三
年
以
後
で
あ
ふ
。
し
か
し
後
者
は
八
三

O
年
に
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ル
ラ
（
サ

ン
・
ヴ
ア
ン
ド
リ
l
ユ
）
司
O
E
mロ
o
E－
ω包己
1
4司

gaH巳
o
の
修
道
士
と
し
て
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
復
位
に
努
力
し
、
そ
の
故
に
「
帝
国

第
二
の
地
佼
を
欲
し
幻
。
」
彼
は
八
四
一
年
三
月
三
一
日
に
、
ジ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ず
を
、
サ
ン
・
ヴ
ア
ン
ド
リ
1
ユ
修
道
院
に
迎

え
入
れ
ね
。
大
司
教
と
し
て
の
彼
は
、
八
四
六
年
に
、
エ
ボ
と
ヒ
ン
ク
マ

l
ル
の
係
争
を
裁
く
役
割
を
、
教
皇
セ
ル
ギ
ウ
ス
二
世
の
意
向

に
よ
っ
て
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
か
ら
委
託
さ
れ
、
ヒ
ン
ク
マ

l
ル
を
勝
た
せ
て
い
る
。

w
J
該
行
区
に
は
他
に
ジ
ユ
ミ
エ

l
ジ
ュ
』
ロ
5
5
m
o
が
あ
る
。
修
道
院
長
へ
リ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
回
2
5
2
Z
回
は
、
八
三
八
年
に
、
ア
キ

タ
ニ
ア
王
ピ
ピ
ン
一
世
か
ら
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
指
示
に
よ
っ
て
、
諸
所
有
を
返
還
さ
れ
わ
。

以
上
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
ト
レ

l
ヴ
、
ラ
ン
ス
両
大
司
教
符
区
で
は
、
若
干
の
例
外
を
除
い
て
親
ロ
テ
l
ル
的
な
司

教
が
そ
の
座
を
占
め
て
い
た
。
ル

l
ア
ン
大
司
教
は
シ
ャ
ル
ル
派
で
あ
る
。
修
道
院
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
例
有
の
立
場
を
保
っ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
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さ
官
民
司
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町
民
h
H
h
R
q
h
2
s
h
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hHhh忠
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自
ロ
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白
V
O
E
g
n
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m
B
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Z
E
ユ
0
・ω－
p
・
5
4
0了
】
V
R
Z・同－

F
H
2伊
丹
・
戸
見
N0・
ゲ
同
・
弓
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N
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同
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神
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弓
主
・
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H
F
口問
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u
p
H叶
2
・
同
・
戸
口
皇
神
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H
F

ロ叫
0・同－
M
国・

H
a伊
件
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M
『
『
・
扇
町
少
円
－

M
d
F
H白
田
町
・
〔
以

下
。
・
。
・
に
治
数
を
つ
け
て
仙
附
記
す
る
。
〕
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4
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Z
Z
σ
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れ
は
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つ
て
ベ
ル
ナ
l
ル
・
ド
・
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
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占
め
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い
た
地
位
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g
S
O
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ユ
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闘
を
意
味
す
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〉
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。
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同
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a
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宮
司
唱
曲
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暑
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ミ
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な
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仏
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ミ
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C
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p
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凶
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g
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H
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S
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K
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F
F
o
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b
a
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柄
。
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・
同
・
－
u
－
E
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8
9
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R
3
h
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H
E
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ι

も
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芯
同
命
、
司
H
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町
、
恥
、
S
H
E
N－河口軸．
hnH・b
Q
H
a
E
H
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（∞
HAP－∞
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－
F悶
〈

HFF〉『
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u
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H
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－∞
ω
F
N伺国司月日目・。｝回目的回冊目。ロ・
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V 

目
、
サ
ン
ス
大
司
教
座
は
、
八
三
七
年
当
時
空
位
で
あ
っ
た
の
で
、
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
は
彼

ω宮
廷
司
祭
ヴ
ェ
ニ
ロ
を
こ
の

座
に
つ
け
た
。
ヴ
ェ
ニ
ロ
は
八
四

O
年
に
、
そ
の
属
司
教
た
ち
と
と
も
に
、
サ
ン
ス
大
司
教
ア
ル
ド
リ
ク
ス
が
八
三
三
年
に
サ
ン
ス

ωサ

ン
・
レ
ミ
皆
目
己
l
何
冊
目
印
修
道
院
に
宛
て
た
文
書
を
確
認
し
て
い
る
が
、
エ
ボ
の
辞
任
に
も
復
伎
に
も
関
与
し
て
い
な
い
。
当
而

ω時
期

に
彼
は
シ
ャ
ル
ル
に
忠
実
で
あ
り
、
八
四
八
年
に
こ
の
王
の
塗
油
聖
別
を
、
彼
の
手
で
行
っ
た
。

こ
の
管
区
に
は
、
上
記
サ
ン
・
レ
ミ
以
外
に
凹
修
道
院
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ル
・
ヴ
ィ
フ
皆
宮
門

l
E
2
2
］叩

l〈
民

，．
 

の
修
道
院
長
は
ア
ナ
ス
タ
シ
ウ
ス
〉
ロ
g
s
a
z聞
で
あ
る
が
、

サ
ン
ト
・
コ
ロ
ン
プ

ω包
己
？
の
O］08σ
。

ωそ
れ
に
は
問
題
が
あ
る
。

シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
は
八
四
七
年
十
二
月
五
日
に
コ
ン
ピ
エ

1
ニ
ュ
で
、

い
る
が
、

サ
ン
ト
・
コ
ロ
ン
ブ
あ
て
に
三
通
の
文
書
を
発
行
し
て

第
一
の
も
の
で
は
ラ
ン
ベ
ル
ト
ゥ
ス

E
S
Z
ユg
を

A
B
2
2
B
O
E
m
g忌
V
と
呼
科
、
第
三
の
も
の
で
は
、

ベ
ル
ナ
ル



ド
ゥ
ス
回
四
吉
田
三

5
を

A
i門
吉
E
m
H
R
Z
F芝
山
田
口
O
凹
芯
？
－

mσ
富
田
《
凶
0

5

0
ロ曲目件。ュ

o
Vと
呼
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る

o
c・h
・
｛ま

前
者
は
八
凹
七
年
に
シ
ャ
ル
ル
に
遂
わ
れ
、
シ
ャ
ル
ル
の

A
n
o
D
S
D担
比
ロ
∞
ロ
日

V
で
あ
る
後
者
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る

が
、
そ

ω何
れ
も
同
時
期
の
院
長
で
、
何
れ
か
が
俗
人
修
道
院
長
で
あ
っ
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
吋
常
ユ
宵

g
の

修
道
院
長
は
、
八
四

O
年
十
一
月
二
二
日
ま
で
オ
ド

O
含
で
あ
り
、
彼
は
ロ
テ
i
ル
派
の
誘
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ャ
ル
ル
に
忠
実

で
あ
っ
た
。
後
継
者
ル

l
プ
ス
は
、
オ
ド
の
名
で
出
さ
れ
た
も
の
を
も
合
む
苫
簡
集
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
地
方
の
責
肱
山
本
系
の
出

身
で
、
彼
の
両
親
は
ユ

l
デ
ィ
ッ
ト
の
寵
を
・
つ
け
て
い
た
。
こ
の
家
系
は
オ
l
ク
セ
ル
司
教
以
下
の
一
品
位
聖
職
者
を
多
数
出
し
て
い
る
。

彼
は
八
三
八
・
八
三
九
年
の
宮
廷
生
活
で
、
文
書
局
長
ル
イ

F
2
2
の
知
遇
を
件
、
こ
の
関
係
で
シ
ャ
ル
ル
派
K
入
っ
た
。
彼
の
修
道

院
長
就
任
も
シ
ャ
ル
ル
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
・
小
。

日
、
ォ
l
ク
セ
ル
司
教
へ
リ
パ
ル
ド
ゥ
ス
ぱ
、
上
記
ル

l
プ
ス
と
同
一
家
系
に
属
し
、
彼
の
前
任
者
ア
ン
ゲ
レ
ル
ム
ス
〉
口
哲

E
5
5

は

叔

父

、

彼

の

後

任

者

ア

ボ

ヘ

リ

パ

ル

ド

ゥ

ス

は

八

二

四

年

以

後

三

三

年

間

乙

の

座

に

あ

り

、ぺユ
タ
ン
ス

八
二
九
年
の
バ
リ
公
会
議
や
八
三
三
年
の
コ
ン
ピ
エ

l
ニ
ュ
の
会
議
に
出
席
し
て
い
る
か
ら
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
痛
悔
に
無
縁
で
は
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
は
八
三
四
年
に
は
ロ
テ
ー
ル
に
従
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
赴
く
。
し
か
し
八
四

O
年
に
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
が
死
ぬ
と
、

彼
は
シ
ャ
ル
ル
に
愛
情
あ
ふ
れ
る
手
紙
を
送
り
、
以
後
シ
ャ
ル
ル
の
側
に
つ
い
て
行
動
し
て
い
る
。
乙

ω管
区
に
は
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン

ω包
己
1
0
R
B包
ロ
円
〉
ロ
凶

R
B
修

道

院

が

あ

り

、

の

耳

富

山

自

己

目

は

、

〉
σσo
も
同
じ
家
系
の
出
で
あ
っ
た
。

修
道
院
長
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス

ロ
テ
ー
ル
の
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ

に
対
す
る
叛
乱
に
同
調
し
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
時
乙
の
職
を
巡
わ
れ
た
。
彼
は
ア
レ
マ
ニ
ア
の
出
身
で
、
後
ヘ
リ
パ
ル
ド
ゥ
ス
の
後
任

司
教
と
な
っ
て
い
る
。

17 

ト
ロ
ワ
司
教

アタや
jレ
≪、

Jレ
ト
ウ

ス106
は

モ
ン
テ
ィ
エ
・
ラ
メ
イ
冨
o
Eぽ同

1Mgsa
修
道
院
設
立
文
古
（
八
三
七
年
）
に
は
じ
め

て
そ
の
名
が
あ
ら
わ
れ
、
八
三
八
年
の
キ
エ
ル
ジ
！
の
会
議
に
列
席
し
て
い
る
。
在
職
期
間
は
八
四
五
年
頃
ま
で
で
あ
る
が
、
彼
を
継
い

だ
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
年
代
記
の
著
者
プ
ル
デ
ン
テ
ィ
ウ
ス

同

VE内同
gtgω
名
声
の
陸
に
か
く
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
、
上
記
モ
ン
テ
ィ
エ
・

シ
ャ
ル
山
川
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）

一
八
三



シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ
l
ヴ
、
八
四
O
年
（
森
）

ラ
メ
イ
修
道
院
の
院
長
ア
ド
レ
マ
ル
ス
〉

a
g
g
R
Z
W
は
、
ト
ロ
ワ
の
町
の
出
身
で
、

セ
ル
冨

o
E－R
l－
守
口
巴
ぽ
以
下
三
修
道
院
が
あ
る
。

路
、
オ
ル
レ
ア
ン
司
教
は
、

一
八
四

こ
の
管
区
に
は
そ
の
他
、

モ
ン
－
ア
ィ
エ
・
－
フ
・

八
一
八
年
以
来
ヨ
ナ
ス
で
あ
札
。
彼
は
八
二
九
年
に
示
さ
れ
た
神
政
政
治
理
論
の
提
唱
者
で
あ
り
、
八
四

三
年
ま
で
在
職
し
た
。
こ
の
管
区
に
は
四
修
道
院
が
あ
る
が
、
そ
り
っ
ち
三
つ
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
サ
ン
・
テ
ニ
ア
ン

ω回日ロゲ〉日間口田口

ω八
四

O
年
前
後
の
修
道
院
長
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
の
・
。
・

ピ
己
σon宮
田
に
対
し
て
、
あ
る
4
口
宮
の
所
有
を
依
服
し
か
と
し
て
い
る
。
サ
ン
・
メ
ス
マ
ン
・
ド
・
ミ
シ
，
M
m曲
目
己
・
冨
叩
目
白
山
口
宏
冨
片
山
『

修
道
院
長
ぺ
ト
ル
ス
一
世
司

Z
E回
同
に
対
し
て
は
、
シ
ャ
ル
ル
は
彼

ω最
初

ω王
文
書
を
発
行
し
て
い
配
。
サ
ン
・
プ
ノ
ワ
・
シ
ュ

ル
・
ロ
ワ

l
h
N
（
フ
ル

l
リ
l
）
皆
同
ロ
ゲ
凶

g
oロ－
m
ロ
ャ
ド

o町
P
E
2弓
修
道
院
長
ボ
ゾ
一
世
田
。
凹
O

H

は
、
オ
ル
レ
ア
ン
伯
ウ
l
ド

ロ
テ
ー
ル
派
の
マ
ト
フ
リ
l
ド
冨
民
同
門
戸
内
凶
と
戦
っ
た
。
ラ
ン
ス
大
司
教
座
を
巡
わ
れ
た
エ
ボ
は
、
八
三
五
年
か
ら

は
、
シ
ャ
ル
ル
が
九
世
紀
半
ば
に
、

修
道
院
長
リ
ウ
ト
ボ
l
ド
ゥ
ス

何
回

a
g
と
と
も
に
、

八
四

O
年
ま
で
、
彼
の
許
に
身
柄
を
あ
ず
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

問
、
パ
リ
司
教
エ
ル
カ
ン
ラ
ド
ゥ
ス
二
酌
の
名
は
、
八
三
二
年
か
ら
八
五
五
年
ま
で
の
文
世
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
ソ
マ
ソ
ン
司
教
ロ
タ

ぺ
品
タ
ン
ス

ド
ゥ
ス
や
ラ
ン
ス
大
司
教
エ
ボ
と
と
も
に
、
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
の
出
即
位
や
、
ソ
ワ
ソ
ン
の
サ
ン
・
メ
ダ

1
ル

ω－M
悔
で
の
立
役
者
で
あ
っ

彼
は
当
然
エ
ボ
リ
ロ
テ
ー
ル
派
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、

団
に
入
っ
て
い
る
。
乙
の
管
区
に
は
、
サ
ン
・
モ
ー
ル
・
デ
・
フ
ォ
ッ
セ

た。

八
四
五
年
に
は
、

ヒ
ン
ク
マ

l
ル
を
ラ
ン
ス
大
司
教
に
選
挙
し
た
司
教

宮
山
口
寸
一
宮

g司・倉田・司
O
回目宮、

サ
ン
・
ド
ニ

皆
同
ロ
ゲ
ロ

g
z、

恒サ
5 ン
ロ
ドー． － ロ A

C ジ
回
ニz

で Jレ
あマ
つン

セ116・
ア

プ
レ

ω同
日
ロ
ザ
。
。
吋
昌
也
ロ
・

a
g－－M
円
か
国

の
一
ニ
修
道
院
が
あ
る
。

後
二
者
の
修
道
院
長
は
ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス

ヒ
ル
ド
ゥ
イ
ヌ
ス
は
、

サ
ン
・
メ
ダ
l
ル
・
ド
・
ソ
ワ
ソ
ン
修
道
院
長
を
も
兼
ね
て
い
た
が
、
ア
ル
ク
・
ワ
イ
ン
の
弟
子
で
、
官
廷
司
祭

長
を
へ
て
と
れ
ら

ω職
を
得
た
。
彼
は
余
り
に
も
明
白
に
ロ
テ
ー
ル
派
で
あ
っ
た
の
で
、
八
三

O
年
に
ル
イ
・
ル
・
ピ
ウ
は
、
彼
を
一
時

，，
 

修
道
院
に
逐
っ
て
い
る
。
彼
は
ペ
リ
グ
l
H
u
b広
告
お
ロ
ヲ
ア
ン
グ
レ

l
ム
〉
口
問
O
E
m
E
T
ア
ジ
ャ
ン
〉
唱
ロ
伯

コ
ル
ヴ
ァ
イ

。OH〈
叩
可



ヴ
ュ
ル
グ
ラ
ン
〈
己
m江
口
の
兄
弟
で
あ
り
、
従
っ
て
マ
イ
ン
ツ
司
教
ゲ
ロ
ル
ド
ゥ
ス

。，

ヒ
ル
デ
パ
ル
ド
を
出
し
た
家
系
に
属
す
る
。
彼
は
お
そ
ら
く
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ド
の
兄
弟
ウ
ォ
ダ
ル
リ
ッ
ク

。
刊
一
門

0
5！己的

の山本夜中小

シ
ャ
ル
ル
マ

l
ニ
ユ
の
妃

ロO
円山町四］
H
W
Y

の
息
子
で
あ
ろ
う

か
ら
、

ロ
テ
ー
ル
、
ピ
ピ
ン
一
世
、

ル
イ
・
ル
・
ジ
ェ
ル
マ
ニ
ッ
ク
及
、
ひ
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l
ヴ
の
大
叔
父
と
な
り
、
さ
ら
に
上
記

ヴ
ュ
ル
グ
ラ
ン
の
妻
を
通
じ
て
、

ペ
ル
ナ

l
ル
・
ド
・
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
！
の
属
す
る
サ
ン
・
ギ
ヨ

l
ム

ω包
丘

loa－
－
白
己
目
白
川
水
系
に
つ

な
が
る
。
彼
の
甥
オ
ル
レ
ア
ン
伯
ウ

1
ド
関
口
。

2
の
娘
ヒ
ル
マ
ン
ト
リ
ュ

l
ド

同
町
田
σロ
可
ロ
ハ
ぽ

は
、
後
に
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
シ
ョ

l

彼
は
こ
の
よ
う
に
し
て
当
時
最
も
有
力
で
あ
っ
た
伯
家
系
網
の
要
に
あ
り
、

ベ
ル
ナ

1
ル
一
・
ド
・
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
！
の

S
B
O
B江
口
出
へ
の
技
用
も
、
彼
の
川
川
村
山
明
日
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
ウ

l
ド
は
、
出

ggnym戸
5
ア
ラ

l
ル
〉
－

R
仏
の
姉
妹
と
結
婚
し
て
い
る
。

初
、
モ

l
司
教
フ
ク
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、
宮
廷
の
耳
目

8
己
O
円
か
ら
、
八
二
三
年
に
こ
の
職
に
つ
い
た
。
彼
の
八
五
三
年
ま
で
の
行
動

は
、
サ
ン
ス
大
司
教
管
区
の
ど
の
周
司
教
の
そ
れ
と
も
大
設
は
な
い
。
こ
の
特
区
に
は
ル
ベ
イ
河
吾
川
江
田
、

吋何時
O
ロ
の
二
修
道
院
が
あ
る
。

ヴ
の
妃
と
な
る
。

事
実
伯
ウ

l
ド
の

ぴ
ロ
位
。
出
口
問
江
口
印

"" 

の
登
用
も
、

サ
ン
・
フ
ア
ロ
ン

ω包
ロ
ヤ

〔
米
先
〕
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M
F
n
D
F
N
H
E
M
N
U
・、・・－
H
－
HV
－
APNH
・

c・
p
－
M

F

H
口氏司・・

n
o
－－

ωlm－
D
o

困
・
こ
の
同
）
比
丘
町
向
山
口
自
の
刑
流
者
に
は
、
サ
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
ラ
ン
ス
、
ル
1
ア
ン
そ
の
他
の
大
司

教
管
区
の
司
教
た
ち
も
合
ま
れ
て
い
る
。
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P
は
八
四
三
年
を
と
る
が
、
と
こ
で
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円
、
開
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H
F
F
と
Z
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t
y
F
冊
目
白
円
円
四
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冨
ユ
2
］目。－
d
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U

O
円
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宮
口
♂
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a
A
F

（
E
o
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n
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zm－
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S
h
h
w凡
h

h
崎町－
M

L

占
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叫
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hHhH
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h
h
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h
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円u
b
h
H
R
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河
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町
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「
h
H
S
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b
色・同｝由同
1

吋
何
回
回
目
何
回
（
の
・
）
U

N
a－N
a
p
ロ
O
E
O－
〔
以
下
叶
自
己
何
回
唱
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ぎ
ミ
2
な
の
言
明
色
町
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と
略
記
〕

］
戸
市

v
h
p
H
Y

N
w
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円－

n・噌
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ャ
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